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＜

材
料

＜

　

・
段
ボ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 

40
ℓ
程
度
の
大
き
さ

　

・
ピ
ー
ト
モ
ス　
　
　

15
ℓ

　

・
も
み
が
ら
く
ん
炭　

10
ℓ

　

・
箱
を
覆
う
、
虫
除
け
用
の
布

＜

作
り
方＞

①
段
ボ
ー
ル
は
、
透
き
間
を
紙
テ
ー
プ
で
ふ
さ
ぎ

(

虫
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め)

底
は
二
重
に
す
る
。

②
ピ
ー
ト
モ
ス
・
も
み
が
ら
く
ん
炭
を
段
ボ
ー
ル

　

箱
に
入
れ
、
適
量
の
水
を
加
え
軽
く
混
ぜ
る
。

③
こ
れ
に
、
生
ご
み
を
入
れ
て
い
く
。
一
回
に
入

れ
る
量
は
５
０
０
ｇ
ま
で
が
良
い
。

④
梅
干
し
や
塩
分
の
多
い
も
の
、
又
は
貝
殻
な
ど

　

の
硬
い
物
は
避
け
る
。

⑤
虫
除
け
の
布
を
か
ぶ
せ
、
レ
ン
ガ
の
ブ
ロ
ッ
ク

　

な
ど
、
台
の
上
に
置
き
通
気
性
を
良
く
す
る
。

⑥
置
き
場
所
は
雨
の
当
た
ら
な
い
日
当
た
り
の
良

　

い
と
こ
ろ
。
室
内
で
も
良
い
。

⑦
３
ヶ
月
を
目
安
に
生
ご
み
を
加
え
る
の
を
や
め
、

　

そ
の
後
２
～
３
週
間
熟
成
さ
せ
た
後
、
堆
肥
と

　

し
て
使
う
。

≪

重
要
管
理
ポ
イ
ン
ト≫

　

・
温
度
は
10
度
以
上　

　

・
水
分
は
約
60
％
程
度

　

・
生
ご
み
は
１
㎝
程
度
に
細
か
く
し
て
入
れ
る
。

　

・
よ
く
か
き
混
ぜ
て
空
気
を
入
れ
る
。

　

・
箱
を
布
等
で
覆
い
虫
の
侵
入
を
完
全
に
防
ぐ
。

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
作
り
方

１
面
に
関
連
記
事

コ
ン
ポ
ス
ト
の
説
明

売
布
小
学
校
廊
下
の
コ
ン
ポ
ス
ト

コ
ー
プ
神
戸
の
出
前
講
座

生
ゴ
ミ
を
入
れ
て
い
る
様
子

１
面
か
ら
つ
づ
く

１
面
か
ら
つ
づ
く

　

22
年
11
月
、
サ
ロ

ン
活
動
者
の
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
来
て
ほ

し
い
人
に
来
て
も
ら

え
な
い
」「
活
動
の
後

継
者
が
い
な
い
」「
自

治
会
館
や
集
会
所
ま

で
坂
が
多
く
、
遠
い

の
で
参
加
で
き
な
い
」

と
い
う
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
サ
ロ
ン
を
通
じ
て
「
知
り
合
い
が
増
え
た
」

「
一
人
暮
ら
し
の
方
の
生
活
の
様
子
が
分
か
り

見
守
り
が
で
き
た
」「
地
域
の
役
員
と
し
て
サ

ロ
ン
の
お
手
伝
い
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

人
と
知
り
合
う
ご
近
所
づ
き
あ
い
の
一
環
と

し
て
自
分
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
た
」
と
い
う
感
想
な
ど
も
寄
せ
ら
れ
、

サ
ロ
ン
等
の
集
う
場
が
「
人
と
人
が
繋
が
る

場
」「
支
え
あ
う
場
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社
協
」
）
や

逆
瀬
川
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
包

括
」
）
で
は
、
公
的
な
支
援
に
加
え
、
住
民
同
士

の
「
繋
が
り
の
場
」「
支
え
合
い
の
場
」
を
通
じ

て
、
ご
近
所
で
の
新
た
な
縁
・
援
を
作
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

社
協
・
包
括
で
は
本
紙
を
通
じ
て
、
地
域

内
の
課
題
を
継
続
的
に
発
信
し
て
い
く
と
と

も
に
下
記
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
社
協
で
は
、
サ
ロ
ン
等
の
集
い
の
場
づ
く

　

り
支
援
、
助
成
金
や
活
動
保
険
等
の
運
営

　

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
地
域
内
の
課
題

　

か
ら
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に

　

つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
る

　

機
会
を
作
り
ま
す
。

　
　

連
絡
先　

お
ば
や
し 

よ
り
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　

電
話 

74
ー
３
６
９
０

②
包
括
で
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と

　

し
て
、
介
護
保
険
制
度
の
手
続
き
や
生
活

　

上
で
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

　

ま
す
。
お
元
気
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

　

め
に
、
介
護
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
お
元

　

気
講
座
）
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

　

座
等
も
開
催
し
ま
す
。

　
　

連
絡
先　

電
話 

76
ー
２
８
３
０

身
近
な
地
域
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

　
　

実
感
で
き
る
取
り
組
み
に
向
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　

社
協
と
包
括
の
支
援

３　

福
祉

　

宝
塚
市
第
２
地
区
自
治
会
連
合
会
の

単
位
自
治
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た

市
民
自
治
の
実
現
は
、
地
域
自
治

の
確
立
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

地
域
の
人
々
が
、
地
域
に
眠
っ
て

い
る
資
源
（
労
働
力
、
原
材
料
、

技
術
力
な
ど
）
を
活
用
し
て
行
う

小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
利
益
の
追

求
に
加
え
地
域
課
題
の
解
決
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
る
。
住
民
が
主
体

と
な
り
、
地
域
の
資
源
（
人
・
モ

ノ
）
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
に

あ
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
地

域
密
着
型
ビ
ジ
ネ
ス
。

に
、
市
民
と
市
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的

な
原
則
を
定
め
、
も
っ
て
個
性
豊

か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の

実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

市
民
が
主
体
的
に
市
政
に
参
加
す

る
た
め
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
と
市
が
協

働
し
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち

た
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
平
成
14
年
４
月
に

制
定
し
た
条
例
。

◆ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

◆ 

市
民
参
加
条
例

宝塚市自治会連合会の組織

宝

塚

市

自

治

会

連

合

会

（
第
１
地
区
か
ら
第
７
地
区
）

地

区

自

治

会

連

合

会

校
区(

地
域
）
自
治
会
連
絡
協
議
会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

宝塚市地域自治の構図

第５次宝塚市総合計画の構成

　　計画期間 ： 平成２３年～
　　　　　　　　　　　 ３２年度

　　計画期間 ： 平成２３年～２７年度
　　　　　　 　　　　( 前期基本計画）

　　計画期間 ： ３年間の計画で、
　　　　　　　　　 毎年見直し

基　本　計　画

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
進
行
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

  

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
実
施
（
協
議
・
要
望
）
書
」

地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

基礎資料
として反映

基　本　構　想

実　施　計　画

実施計画は、基本計画に基づき、事業の具体的な内容を決める。

仕組み

都 道 府 県

基礎自治体(市町村）

従　来

国（各省庁）

担
当
課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

Ｎ

Ｐ

Ｏ

各
種
団
体

子
ど
も
会

老

人

会

自

治

会

市
民
力

地
域
力

協
働
課
題

≪校区（地域）自治会連絡協議会を中核≫

（校区各種団体の横断的組織）
校 区 ま ちづ くり 協 議 会

宝塚市庁内体制
行 政 の 横 断 的 組 織 化

権限移譲・規制緩和

一 括 交 付 金

上 記 組 織 の 事 業

今　後

　

平
成
22
年
11
月
27
日
（
土
）
宝
塚
第
一
、
西

山
、
末
広
、
逆
瀬
台
の
小
学
校
区
で
構
成
す

る
第
２
地
区
の
自
治
会
長
41
名
を
対
象
に
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
第
５
次
宝
塚
市
総
合

計
画
に
お
け
る
地
域
自
治
の
実
現
に
向
け

「
地
域
自
治
を
目
指
す
校
区(

地
域
）
自
治
会

連
絡
協
議
会
の
確
認
と
目
的
・
組
織
・
運
営

等
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
議
論
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
の
ね
ら
い
は
、
地
域
自
治
に
お
け

る
自
治
会
の
中
核
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
確

立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

逆
瀬
台
小
学
校
区
は
、
宝
塚
市
で
唯
一
の　

校
区
自
治
会
協
議
会
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
に
お
け
る
組
織
の
一
元
化
と
機
能

化
が
図
ら
れ
意
思
決
定
、
実
施
機
関
の
ス
ム
ー
ズ

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

平
成
14
年(

２
０
０
２
年
）
制
定
。
宝
塚
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

◆ 

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

市
町
村
内
の
一
定
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の

地
縁
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
組
織
。
自
治
会
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）
か
ら
、
市
域
を
概
ね
小

学
校
区
を
単
位
と
し
て
分
け
、
自
治
会
を
中
核
に
、

地
域
で
活
躍
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
あ
ら
ゆ

る
人
た
ち
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
推
進
す
る
組
織
。
現
在
20
の
協
議
会
が
あ
る
。

◆ 

地
縁
型
の
地
域
組
織

◆ 
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

市
民
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
、

決
め
て
行
動
す
る
こ
と
。
地
方
自
治
の
本
旨
で
あ

る
「
住
民
自
治
」
の
概
念
に
加
え
て
、
市
民
力
の

強
化
を
め
ざ
す
。

◆ 

市

民

自

治

用
語
集
・

逆
瀬
台
小
学
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

は
、
平
成
15
年
12
月
に
行
政
へ
提
出
し

実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
難
か

ら
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
か
ら

ＣＯＰ１０ 「生物多様性交流フェア」
外務省事務局からＤＶＤを借入、役員会で上映会

アに平成２２年１０月２７日（水）宝塚市自治会連合会
と宝塚市環境衛生推進協議会の合同視察研修と
して実施された。宝塚市職員２名と自治会長３９名
が参加した。 ゆずり葉コミュニティ活動局長でもあ
り、 逆瀬川マンション自治会長の千秋さんが参加
され、外務省ＣＯＰ１０事務局と交渉しＤＶＤを借入
れてきた。ＤＶＤは役員会で上映され、ＣＯＰ１０及
び生物多様性の重要性が地域へ伝わることである。

　生物多様性に世界が集う会議
ＣＯＰ１０の開催にあわせ、 平成
２２年１０月１１日から２９日まで
「生物多様性交流フェア」が、 名
古屋市で開催された。 このフェ


